
 8

年 47 48 49 49 50 50 51 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 11 14 15 16 17
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
月 1 1 1 11 5 11 5 11 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 7 5 12 6 6 6 6

（注）心の豊かさ → 「物質的にある程度豊かになったので，これからは心の豊かさやゆとりのある生活をすることに重きをおきたい」
　　　物の豊かさ → 「まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい」
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57.8%

28.4%
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○科学技術は文化財の保存修復や技能 

 の保存・継承に大きく貢献している。 

また、情報・通信技術の活用により、 

いわゆるメディア芸術が新しい芸術分野 

を創出しており、デジタルアーカイブ 

技術は遺跡記録や文化財の保存・普及・ 

活用に重要な役割を果たしている。 

 
 

 

 

○科学技術は、宇宙、海洋等のフロンティ 

 アの解明、遺跡の探索等にも役立ってい 

 る。 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
○科学技術による新たな社会の実現に、国民ひとりひとりの科学技術に対する理解、

関心が不可欠。 
  （現状） 

 科学技術のニュースや話題への関心 

２．文化財の保存・活用、芸術の創造に資する科学技術

３．知的探究心にこたえ、知的価値を創造する科学技術

１．人々とともにある科学技術 

第４節 人々とともにある科学技術とそれ

今後心の豊か

さに重きをお

きたいと考え

る人は増えて

いる。 

現代によみがえる源氏物語絵巻 

「ちきゅう」とプレート境界 
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 大人の科学技術に関する理解度と子どもの学力 

40%

45%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

800 850 900 950 1,000 1,050 1,100 1,150

子どもの学力

大人の理解度
（正答率）

上位12カ国

下位13カ国

←日本　　大人の理解度
　　　　　　　　　　：２５カ国中２２位
　　　　　　子どもの学力：同２位

大人の科学への
関心の高さ

 
 （今後の課題） 

 ・研究者・技術者のアウトリーチ活動の推進、科学技術に触れ、体験・学習できる機会

の拡充 

・初等中等教育における理数教育の充実          

・研究者・技術者倫理 

   

 
 
○今後、科学技術の創造、活用に携わる様々な人材の役割の重要性が一層向上。 

○一方、少子高齢化が進む中で、研究者・技術者の供給不足の懸念。 
  

研究人材の将来需給予測 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．科学技術を支える人材 

国際的に最上位レ

ベルにある子ども

の学力とは対照的

に、大人の科学技

術リテラシーは低

水準 

近年、若者を中心

に関心が低下  

研究者、技術者に

ついては、将来、

経済成長率や産業

構造の変化によっ

ては供給が不足す

る可能性がある 
 

（科学的リテラシー・数学的リテラシー） 

30

40

50

60

70

昭和51 56 62 平成２ 7 10 16 (年）

(%)

全体

30歳未満

関
心
を
有
す
る
割
合
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究
者
数
 /
千
人

実績
需要（高位）
需要（中位）
需要（低位）
供給（高位）
供給（中位）
供給（低位）

【需要推計】
生産年齢人口一人あたり実質GDPで、3ケース

高位： 2%成長
中位： 1%成長
低位： 0%成長

【需要推計】
生産年齢人口一人あたり実質GDPで、3ケース

高位： 2%成長
中位： 1%成長
低位： 0%成長

【供給推計】
理系大学（院）の入学率で、3ケース
高位： 博士進学増加
中位： 入学数一定
低位： 入学率一定

【供給推計】
理系大学（院）の入学率で、3ケース
高位： 博士進学増加
中位： 入学数一定
低位： 入学率一定

それぞれ計算して比較

(千人)

約16万人

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1980 1990 2000 2010 2020 2030

年度

研
究
者
数
 /
千
人

実績
需要（高位）
需要（中位）
需要（低位）
供給（高位）
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供給（低位）

【需要推計】
生産年齢人口一人あたり実質GDPで、3ケース

高位： 2%成長
中位： 1%成長
低位： 0%成長

【需要推計】
生産年齢人口一人あたり実質GDPで、3ケース

高位： 2%成長
中位： 1%成長
低位： 0%成長

【供給推計】
理系大学（院）の入学率で、3ケース
高位： 博士進学増加
中位： 入学数一定
低位： 入学率一定

【供給推計】
理系大学（院）の入学率で、3ケース
高位： 博士進学増加
中位： 入学数一定
低位： 入学率一定

それぞれ計算して比較

(千人)

約16万人
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35.0

10.0

6.0

3.9

18.8

27.5

21.5

14.8

16.5

18.8

25.0

24.6

18.8

20.5

6.3

7.5

25.4

33.6

35.4

25.0

5.0

11.5

14.8

13.4

25.0

4.6

4.0

7.1

8.1

3.1

6.3
0.0

0.0

2.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35歳未満

35歳以上45歳未満

45歳以上55歳未満

55歳以上65歳未満

65歳以上

裁量できる研究費はなし 1円以上　100万円未満 100万円以上　300万円未満

300万円以上　1,000万円未満 1,000万円以上　3,000万円未満 3,000万円以上　5,000万円未満

5,000万円以上

 
 
 

 

○産学官連携人材、科学技術コミュニケーター等多様な役割が一層求められる。 

○年齢、性別、国籍にかかわらず多様な人材が活躍できる環境整備が必要 

・若手研究者：自立的に研究活動を行い、活躍する機会の付与 
 

   自分の裁量で使用、配分できる研究費の年額（年齢別） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢研究者：優れた高齢研究者が研究を続けられる機会 

・女性研究者：研究と出産・育児等の両立支援、採用、昇進・昇格における積

極的な登用（数値目標の設定等）、高等学校卒業前の女子に対

する興味、関心の喚起・向上 

 

 

 

 

 

 

 
   大学等の自然科学系分野における学生、教員に占める女性と男性の割合（国際比較） 

 

優秀な若手研究者

が自立的に研究を

行おうとしても必

要な研究費が確保

しにくい状況。 
 



 11

日本（平成１７年）

ドイツ(2000年) 英国(1999年)

フランス(1999年) フィンランド(1999年)

0.0%

25.0%

50.0%

75.0%

100.0%

大学
学部生

修士
課程学生

博士
課程学生

助手 講師 助教授 教授 副学長 学長

男性

男性（自然科学系
以外を含む）

女性（自然科学系
以外を含む）

女性

大学学部生 大学学部
卒業生

博士課程
修了者

助手 准教授教授 大学学部生 大学院生 博士課程
修了者

助手 教授

大学学部生 大学院生 博士課程
修了者

准教授 教授 大学学部生 大学院生 博士課程
修了者

助手 准教授 教授

准教授

 
 

・外国人研究者：住宅確保、子どもの教育等生活環境の整備、出入国管理制度の

見直し等の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．背景と基本理念 

第１節 第３期科学技術基本計画の策定

第３章 これからの科学技術に求められるもの 
【ポイント】 
・平成１８年３月に策定された第３期科学技術基本計画では、少子高齢化の急速な進展等 

 による社会の変化や地球規模の課題等に対応するため、社会・国民に支持され、成果を 

還元する科学技術を目指し、人材育成と競争的環境を重視することを基本姿勢として、 

科学技術の戦略的重点化や科学技術システム改革、理解増進活動等を実施することと 

している。 

・諸外国に先駆けて人口減少・少子高齢化という課題の解決を迫られる課題先進国となっ

た我が国は、活力ある豊かな社会を実現することにより、課題解決の先進国を目指すべ

きであり、科学技術はこの点で大きく貢献することが期待される。 

キャリア全般における

女性の採用・昇進が少

なく、また、大学入学

時点において既に女性

の割合が男性に比べ大

きく下回っている。 
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○第１期基本計画・第２期基本計画を通じ、政府研究開発投資の拡大、科学技術

システム改革が進んだ。第３期基本計画においては第２期基本計画で掲げる３

つの理念を継承しながら６つの大目標を明示。政府研究開発投資の総額規模は

GDP比率で欧米主要国の水準を確保するため約２５兆円が必要。 
 
政府研究開発投資の推移（予算ベース） 
  

当初予算
20,226

当初予算
21,347

当初予算
22,663

当初予算
23,585

当初予算
24,995

当初予算
28,105

当初予算
30,026

当初予算
30,322

当初予算
31,567

当初予算
32,860

当初予算
34,685

当初予算
35,444

当初予算
35,974

当初予算
36,084

当初予算
35,779

当初予算
35,733

補正等
1,037

補正等
5,490

補正等
97

補正等
6,854

補正等
1,555

補正等
11,314

補正等
6,038

補正等
4,676

補正等
6,081 補正等

3,238

補正等
41

補正等
305

補正等
375

20,226

22,384

28,153

23,682

31,849

29,660 30,026

41,636

37,605 37,536

40,766

38,682

36,015 36,389 36,155 35,733

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

（公共事業等予備費）

（第三次補正）

（第二次補正）

（第一次補正）

（当初予算）

基本計画策定以前　12.6兆円 第1期基本計画期間中　17.6兆円 第2期基本計画期間中　18.8兆円

5,076 4,899 4,475 4,453 4,374

5,000

（億円） 第２期期間中（地方予算含む）累計額　21.1兆円

第3期基本
計画期間

地方公共団体
における科学
技術関係経費

注．地方公共団体の科学技術関係経費を含む（平成17年度は当初予算額）
資料：文部科学省作成  

 
 
 
 
 
 
○科学技術の戦略的重点化 
 ・基礎研究の推進 
 ・政策課題対応型研究開発における重点化 

（例）「戦略重点科学技術」の選定（国家基幹技術等） 
 
○科学技術システム改革 
 ・人材の育成、確保、活躍の推進 
・科学の発展と絶えざるイノベーションの創出  (例）・競争的資金及び間接経費の拡充 

・私立大学の研究教育機能の活用 
・研究開発管理システムの構築 

 ・科学技術振興のための基盤の強化 
 ・国際活動の戦略的推進 
 
○社会・国民に支持される科学技術 
 
○第３期基本計画においては人口減少・少子高齢化を乗り越えて持続的な発展を

可能にするのは国力の源泉としての科学技術に取組むことが不可欠。子どもか

２．第３期科学技術基本計画の目指すもの

３つの理念 

・人類の英知を生む 

・国力の源泉を創る 

・健康と安全を守る 

６つの大目標 

・飛躍知の発見・発明 

・科学技術の限界突破 

・環境と経済の両立 

・イノベーター日本 

・生涯はつらつ生活 

・安全が誇りとなる国 

３つの理念・６つの大目標 
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ら高齢者まで国民を悩ます病を克服し、誰もが生涯元気に暮らせる社会を実現

することなどの政策目標を達成し、科学技術が世界・社会・国民に貢献。 
 
 
 
 
 
 
 

○我が国では、経済が持続的な成長過程に移行する兆しを見せる一方、人口減

少・少子高齢化が進展し、労働力人口の減少が懸念されているほか、国際競争

の激化、大規模自然災害やテロの発生、環境問題等の地球的課題など、克服す

べき多くの課題を抱えている。 

 

○「我が国における科学技術の状況と今後の発展の方向性」（平成１７年５月 

科学技術政策研究所） 
 
・安全・安心に関わる科学技術の重要度の増大 
・多くの分野にわたる学際的研究領域や分野間融合の推進 
⇒医療・生活の質の向上、より便利で安全な社会へ 

 
 
○科学技術は単独で全ての課題に対して解決策を提供するものではないが、貢献

できる一つ一つの課題に対して解決策を提供していくことにより、我が国の社

会的・経済的・文化的活力の源泉となる。 
 
 
 
 
 

第２節 これからの日本と科学技術

１．活力の源泉としての科学技術 

２．課題解決の先進国へ 

課題解決の先進国へ 

我が国は諸外国に先駆けて人口減少・少子高齢化という課題解決に迫られる 




